
令和３年度 第８回青森市子ども会議 

 

１ 日 時  令和３年９月２６日（日） ９時３０分～１２時００分 

２ 参加方法  オンラインのみ 

３ 出 席 者  子ども会議委員４名、子どもサポーター１名、事務局２名 

４ 活動内容  ・Instagramの投稿内容について 

         (１)ラーメンについて 

(２)小学校の給食について 

(３)ねぶたの家ワ・ラッセについて 

(４)青森県立浅虫水族館について 

・今後の活動について 

 

５ 開催概要   

９月１１日と２５日に開催する予定だった子ども会議は、新型コロナウイルス感染

症のクラスター発生や感染者数が増えたことにより中止になってしまいましたが、オ

ンラインのみの参加にすることで本日開催することができました。 

また、奈良市とのオンライン交流会では、奈良市のみんなが「メッセージ機能」を使

って気軽に自分の意見を出していたことを真似て、今回のオンライン会議でも「メッセ

ージ機能」を自由に利用することにしました。 

高校と中学校ではテストを間近に控えていることもあり小学生委員だけの参加にな

ったので、これまで行った施設等について詳しい意見を聞き取り、新たに Instagramへ

投稿します。 

 

ラーメンについて 

煮干しラーメンで有名な「ひらこ屋㐂
き

ぼし」・「長尾中華そば」に８月に行ったメンバ

ーから、実際に食べた感想やお店の雰囲気を教えてもらったり、自分が行かなかったお

店の写真を見ながら、行ったお店と違う点などについて意見を交わしました。今度は今

回行かなかったお店でも食べてみたいです。 

また、普段お家で食べるラーメンでは、「小学生でも作れるから、カップラーメンが

一番簡単」、「お母さんが生麺で作ってくれる」などの意見が出たほか、大学生サポータ

ーからは「生麺のほかに袋麺も自分で作ったりするし、逆にカップラーメンは食べない

かも」という意見がありました。 

好きなカップラーメンでは辛いものやシーフード、カップラー

メンに限らなければ、煮干し、しょうゆ、とんこつ味のラーメン

がみんな好きでした。 

一番最初に「煮干し」と意見があったのは青森ならではだと思います。 



 

小学校の給食について 

青森市内の小学校の給食には、青森市発祥の味噌カレー

牛乳ラーメンも出てきます。「給食はあんまり好きじゃな

い」と言っていた委員も「味噌カレー牛乳ラーメンは美味

しいよ」と言っていました。 

また、小さく角切りされたりんご煮が練りこまれたコッ

ペパンや、りんごジュースが給食に出てくることもありま

す。弘前市の学校に通っている委員は、そんなの食べたこ

とない、と言っていました。県内でも給食に違いがあるのは面白かったです。 

このほか、好きな給食のデザートについて盛り上がりました。

一番最初に「クレープが美味しい」という意見が出ましたが、

事務局の職員さんが「給食に出てくるクレープの想像が出来な

い」と言うので「生地は薄くて、固いクリームといちごのソー

スが入っているやつ」、「サイズは小さめで半月型だよ」、「お祝

いクレープって袋に書かれているの」と教えました。画像を検索してくれたのでみんな

で見てみると、「こういうやつだよ！」「え、うちの給食は違うよ？」と同じ給食のクレ

ープでも学校によって違いがあることが分かりました。 

クレープのほかには、プリン、りんごやぶどうのゼリー、冷凍りんごなども好きだと

いう意見がありました。冷凍りんごは半分に切られた小さめのりんごで「食べると歯が

キーンってなるよね」という意見には「分かる！」と大きな賛同の声が上がりました。 

また、事務局の職員さんから「ココアババロアのデザート好きだったな」と発言があ

りましたが、子どもたちから「今のメニューにないよ」と言われてショックを受けてい

ました。給食センターは平成 26年に出来たそうなので、今と昔でメニューが違ったり、

逆におひな様の日には二層のゼリーが出るなど、昔から同じメニューもあって面白か

ったです。 

 

ねぶたの家ワ・ラッセについて 

次にワ・ラッセに行った小学生委員で楽しかったところ

について意見交換しました。 

「ねぶたミュージアムに入る前のホールに飾ってあった

ジオラマがすごかった」という意外な意見や、「大型ねぶた

は迫力があった」、「天井に飾ってあった金魚ねぶたも良か

った」、「ねぶた囃子が聞こえてくる通路もすごい」、「ねぶ

たのお面を自分でつくる体験コーナーは楽しかった」とた

くさん意見が出ました。 



最後は、写真を見ながら Instagramに投稿する

写真はどれが良いかみんなで意見を出し合いまし

た。全員から「このねぶたが良い！」と言われた

写真は、女性ねぶた師の北村麻子さんが２０１９

年に作成した『神武東征』という光り輝くトビが

特徴的な大型ねぶたで、「色使いも鮮やかで綺麗」、

「Instagramに映えそう」と好評でした。 

 

 

青森県立浅虫水族館について 

本日参加した委員は、みんな浅虫水族館に行っていたメンバーだったので、水族館の

中で特に思い出深かったものや、楽しかったものとして“展示されていたダイオウイカ”

や、“陸奥湾をイメージしてつくられたトンネル水槽”、“ジャンプが魅力的なイルカシ

ョー”、“ホタテやヒトデを触れたタッチコーナー”などの意見を出し合いました。 

特にタッチコーナーでは、「白いヒトデもあって珍しか

った」、「ウニはトゲをツンツンしたけど触るのは怖くて

できなかった」、「ホタテは貝を閉じるときに水鉄砲みた

いに水を発射してくるから注意」など、自分たちの楽しか

った思い出を共有しました。 

イルカショーでは、「昔見たときは最前列で水がかかっ

てきたけど、今回はほとんど水が来なかったよ」という感

想もあり、「水がかからないように注意してショーを行っているのかな」、「もしかした

らイルカが疲れてたのかも」と想像して盛り上がりました。 

 

オンラインのみの開催は今回が初めてでした。オンラインの接続の仕方に慣れてい

なかったり、話の途中で接続が途切れてしまったり等のトラブルもありましたが、何と

か意見をまとめることが出来ました。 

今回みんなで出し合った意見や選んだ写真をもとに Instagramへ投稿します。 

 

今後の活動について 

次回の会議では、Instagramの投稿への反応について話し合うほか、１１月６日に参

加する「子どもの権利条約フォーラム２０２１ ｉｎ かわさき」における青森市の取組

発表の資料やシナリオを作成する予定です。 

子どもの権利条約フォーラム２０２１ ｉｎ かわさきに向けて頑張ります。 

 


